
普通河川中田川

津名町中田地区

ブロック積流路工の破壊状況

河l||• 砂簡畠
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普通河川中田川

津名町中田地区

被災延長右岸L=59.0m 

河川護岸ブロックおよび宅地ブロックが共に崩壊した。



普通河川中田川

津名町中田地区

0 市役所 ・町役場

◎ 土木事務所

工法決定理由
既設護岸がブロック積である

ため、原形復旧とした。また、

背後の住家に影響のないよう

鋼矢板の仮設工法を選定し、

民地側の鋼矢板は埋殺しとし

た。

少

断 面 図

SP皿型

1復1日工事藩手部分1
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普通河川青梨川

北淡町野島平林地区

野島断層近くの河川護岸および落差工の被災状況

•97 
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地震動により落差エも共に下流

に動く。



普通河川青梨川

北淡町野島平林地区

0 市役所・町役場

◎ 土木事務所

工法決定理由
積ブロックの背後の地盤は相

当ゆるんでいたため、積ブロ

ックを含め原形どおりに復旧

する。

少

断 面 図

□「
2.500 l 

I□三ヨ 1復旧工事着手部分 1
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普通河川小倉川

北淡町富島地区

野島断層上の河川護岸ブロックが

崩壊した。

地震によりボックスカルパート

が弾かれ、表面の剥離や亀裂が

発生した。
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ボックスカルバー トのコンクリ

ー トの剥離状況
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普通河川小倉川

北淡町富島地区

0市役所・町役場

◎ 土木事務所

工法決定理由
壊滅的な被害が生じていない

と判断、やり直すと多大な費

用とエ期が必要なこと等を考

慮し、鋼板接藩工法で補強す

ることとした。また、下流の

積ブロック護岸工については、

原形復旧とした。

少

断 面 図

2.20 

I 7 
4.50 

4 500 

I I 

～［ 
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§ 

A部詳細図

ボックスカルバート糟懺工

鯛振檀着工（ステンレス板 t-6mm)

仁＝1復旧工事着手部分1
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二級河川浦川

東浦町浦地区

二級河川浦川の積ブロック （上

図）およびコンクリート護岸の

破壊 （下図）



二級河川浦川

東浦町浦地区

0 市役所・町役場

◎ 土木事務所

工法決定理由
積ブロック、および擁壁工の

背後の地盤まで被災していた

ため、本体工を含めた原形復

1日とする。

少

断 面 図

25.8 

I復旧工事藩手部分 1
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地殻変動により灘川砂防堰堤に

発生したクラック

砂防河川濶川

東浦町楠本地区

袖部天端に発生したクラック



砂防河川灘川

東浦町楠本地区

0 市役所 • 町役場

◎ 土木事務所

工法決定理由
上下流に幅1.0mの堤体補強コ

ンクリー ト施工と、堤体の一

体化を図るためのグラウトエ

を施工した。

少

正 面 図

側 面 図

令ー＾
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u
 

"ヽ:::!E,ll.l」
I亡ニコ 1復旧工事藩手部分 1
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津名町生穂地区

高滝地区緊急地すべり

地震の翌日、 1月18日深夜から19日未明にかけて2ヶ所の大規模な地すべりが発生した。

地震動に起因して発生した志滝

地区の地すべり。



緊急地すべり嵩滝

津名町生穂地区

0 市役所•町役場

◎土木事務所

工法決定理由
調査の結果、被圧水状態が確

認されたため、地下水排除対

策が主体となった。

少

縦 断 図

町道復旧

H=5.0m 

に＝1復旧工事藩手部分1
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i蒻・淵譴

洲本港中浜地区緑地

液状化による細粒土砂の噴出状況



津名港

緑地

液状化現象及びレンガブロック舗

装被災状況

液状化現象による噴砂
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液状化現象およびU型側溝の沈

芝の地割れ状況下、
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寧東層区

l
丁
丁

工法決定理由
レンガブロック舗装等破損工

作物の原形復旧。また、芝の

地割れ箇所に土の埋戻しを行

う。

¥
 

断面図

_g_=65.0 ... 
10.000 コ1?

V H,HW↑卜祖？n

§情I蹟

属石

被災前

被災後

復旧
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一

津名港

臨港道路

車道舗装版の隆起状況

歩道表層部の隆起状況
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歩車道境界ブロック被災状況
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津名港

庫筑漕区

津名町

4
十一

工法決定理由
液状化現象により、舗装版の

下が空いている可能性がある

ため、車道舗装の全面復l日お

よび破損歩道部の部分復旧。
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断 面 図

13.50 

5
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碑
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表層工密粒度アスコン t=5c m 

基層工粗粒度アスコン t =Sc m 

上層路盤 H・M・S t =10c m (3cm補足）

層路盤切込砕石 t=10cm) 

表暦工細粒度アスコン t =3c m 

路盤工 H•M•S t =7c m (3c m補足）

被災前

被災後

t:::=:l I復旧
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フェリー基地 (-7.Sm)

※この後、余震等によりクラッ

クが拡がり、エプロンに最大 1

mの空隙が生じた。

津名港

岸槌 （一7.5m)

エプロン舗装の沈下状況

船は津名町にボランティアで停泊

中の客船

津名港佐野地区における災害査

定状況

運輸省 （第二次査定）



A
平＇

工法決定理由
エプロン舗装の全面原形復

旧。（エプロン下部に空隙大

のため補充材充填）

瀬！貫漕区

＼
へ

断 面 図

マH.HWl袷？O -
vH.H.WL q.60 V昭和55年秋分の高渇位 ＋1．72 

v H.H.W.L +1.m 
+1.40 

D.L 士0.00 マlw.l to.15 (T-．pご0.95)

r
 

.. 

4.60 
i . -~ 
+1.40 

中詰砂

中桔砂

裏込粟石¥‘¥ 
2.10 ¥ 

ら―
ン`ゞヽ

＂．II．1A 

口 竺

11.80 口
被災前

被災後

c:::::J I復旧
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防波堤 （外）港内側傾斜状況

写真手前側のケーソンが約50 

cm沈下、法線にも約30cmの

ずれが生じた。

洲本港

防波堤 （外）全景 (L=380.0m) 

防波堤全体に不等沈下が起こり、

凹凸が生じた。

防波堤 （外）

上部不陸 （凹凸）発生状況

写真右側のケーソンに約60cm 

の沈下が発生、また、継ぎ目に

は約30cmの開きが生じた。



洲本港

＼ 
防波堤 （外）

＼ 

A
T丁

工法決定理由
当該箇所は、地霙の霙動によ

りケーソンが港内側に傾斜し

ており、波圧等の外力に対し

て安定計算上問題が生じてい

る。しかし、周辺海域は船舶

の往来が激しく、ケーソン本

体の据付直しは困難であるの

で、ケーソンの安定条件満足

のため、ケーソン基礎部分に

カウンター捨石投入するとと

もに、地震で生じた上部エの

不陸 （凹凸）解消のため、上

部コンクリートの打設も並行

して行うこととした。

断 面 図

9,00 

（港外傭）

V H.H.W.L+3．20 

v H,W,L*1.60 

D,L．土0.00 ▽ L.W.L+0.15

•2,10 

被災前

被災後

復旧
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エプロン舗装の沈下状況

（約 30 cm) 
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江井港

物揚場 (-2 m) 

全景 （直立消波ブロック式）

エプロン舗装止の目地開き状況

物揚場本体が約20cm海側に

移動している。



江井港

4ー

T

工法決定理由
被災により前面に傾斜（最大

1 9cm) しており、堤体の安

定を確保するため、直立消波

ブロックを据え直すことによ

り、原形復旧する。（背後地

に制約が無い）

断 面 図

6.00 

2廷

H.H.w.L+3.00 }に止

M.LW.L +0.4-

L.w.L+0.05 

竺／
・-、ごな、一， ．露~uuI\u/ ／／

ヽ
/'  

‘‘ 
、/

----- - ----------- - ／ 

. 5 .  5 

； 本均し 4.50 

0.70 

仮殷土留矢板II型
0=8.0m 

-5.50 

被災前

被災後

C=:JII復旧
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一-— 
郡家港

物揚場 (-2 m) 

全景 （直立消波ブロック式）

荷捌所前

エプロン舗装沈下状況

（約50cm) 

右側が海側
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排水溝沈下状況

右側が荷捌所
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郡家港

／ 

＼ 

`,;.....•:•:-:-..，...、,;;;;,,,,··.•.•!!ぷ：苗',:,•公

断 面

H.H.W.L+3幽 It ^^ 

+2.20 

H.W.L +1.45 +1.70 

上段ブロック据直し

L.W.L ±Q.05 +o.oo 

コンクリート

図

6.00 
4.50 

工法決定理由
被災により前面に傾斜（最大

2 0cm) しており、また、背

後地の制約（荷捌所の建物が

隣接）があるため、上段ブロ

ックの底面まで掘削し、下段

ブロック以下を水中コンクリ

ートにより埋殺して堤体の傾

きを復旧する。（前出し 1m) 

¥、＼、／

ニー‘/、--―→--
l /y 
1 / 

‘’ ---------------.J---- ‘ヽ、 ／
ヽ /' 

ヽ ., 
ヽ ／ 

ヽ /‘ 

ゞ‘ 
／／ 

-------------------------;／ 
-------被災前

被災後

にここJ復旧
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上部エ、エプロン目地開き状況

（約60 cm) 

郡家港

物揚場 (-3m、-4m) 

上部エ、目地開き状況

（約 60 cm) 

上部エ、エプロン目地開き状況

（約 30 cm) 



／ 
郡家港

-` 
工法決定理由
被災により前面に傾斜（最大

3 7cm)しており、堤体も老

朽化しているため、流用が難

しいことから、前面に控え式

鋼矢板を打設して復旧する。

（前面水域は河口部であるた

め、極力前出しを控えている）

断 面 図

’・ • 9 
s̀ 

H-300X300X10X15 
H鋼杭 ． 

L=12.00m R 1.60m 

又H.H.IW.L+3.oo 

込H,W,9h t1,45

ェL.w..L...005

被災前

被災後

= I復旧
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上部エ被災状況

上部エとエプロンの開き

（約30cm) 

また、上部エが海側へ最大

約 7゚ 傾いた。

室津港

物揚場 (-2 m) 

全景

写真中央のポールが被災前の物揚

場前面の法線

地震により lm以上海側に動いた。

エプロン被災状況

コンクリート舗装が破損し、さ

らに裏埋士が沈下し、エプロン

との間に空隙が生じた。



室津港

x 

.-―̀= --

工法決定理由
上部エと本体工が沈下および

傾斜しており 、安定計算の結

果、方塊ブロックを据直し、

原形復旧することとした。

断 面 図

6.00 
0.15.,. 

-------9匁索―------

土留矢板 (S.PII) 

▽ H.H.W.L +3.00 
l ゾ／

亭
ユふ

立 H.W.L +1.45 

:szM.L.W.L 追 45
立 IW.L 士005士0.00

／ 

J-----
// •ふ＇竺r. I l→―ー呈

~ ~ :、
、ヽ 三ー／／ 

被災前

被災後

に二ニ］I復旧
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上部エおよびエプロン被災状況

上部エとエプロンの目地開き約

2 0cm。
また、上部工は海側へ最大約

4゚ 傾いた。

‘̂ 

室津港

物揚場 (-2 m) 

全景

施設全体が海側へせり出し （約70 

cm)、エプロンが破損した。

船揚斜路上の漁船の倒壊

当港の地震の大きさを物語って

いる。



． 室津港

x 

--------

重庫漕

宣

工法決定理由
上部エおよび本体工が沈下、

傾斜しており｀現況では不安

定であるが、背後に荷捌施設

があり、原形復旧することが

施工上困難であるため、直立

消波ブロックによる前出しエ

法とした。

断 面 図

6.00 

3.50 2.35 

碑

529. 

H.H.w.L +3.00 

H.W.L +1.45 

けい船柱51型

コ-t-保護材 70X70 
埋立土

M.L.W.L +0.45 

L.w.L+0.05 D.L 

.‘¥ 

‘入
’贔

”‘ ‘‘ 
＼、‘-防砂目地板

.. ／ ミ"--------------
VVVヽ` ジ＞／
ヶ ープ

v -2.80 

` ^ ^  ^ ^ ／ /' 

-----―“らとii..l＿--上マ•3.40

2.00 3.00 1.00. 

被災前

被災後

復旧
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エプロン被災状況

エプロン沈下約50cm 

91 

室津港

物揚場 (-3m) 

（直立消波ブロック式）

上部エおよびエプロン被災状況

上部エ背後のエプロンが約50cm 

沈下した。また、上部エも最大約

3゚ 傾いた。

室津港での災害査定状況

(-2 m物揚場）



室津港

x 

”-

--------=---―-̀-- ---＝ 
-----←一

重渾漕

塵
―

工法決定理由
上部エおよび本体工が沈下、

傾斜しており、現況では不安

定であるため、現基準に基づ

く原形復旧とした。(3層ブ

ロックのうち 2層は据直し、

1層は他の箇所に流用する）

※物揚場前面被覆石の削除。

断 面 図

~ 3.00 

▽H.w.L +1.45 

V 42.20 

▽ +1.70 

皿

~0.45 
vL.w.L +0.05 D.L 士0.00

▽ -3的‘
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被災前

被災後

復旧
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エプロン部の沈下60cm 
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岩屋港

護岸 （防波）

本体ケーソンの移動により隙間が

見られる。

手すりに引っ張られた形跡が見ら

れる。

本体の移動による上部エのずれ

カラー平板の損傷



岩屋港

A
 

工法決定理由
本体が沈下および前傾して安

定計算上危険な状態にある箇

所については、本体ブロック

の据え直しを行う。また、計

画天端高より沈下している所

は嵩上げをすることとした。

エプロン部は沈下が著しいた

め嵩上げすることとした。

断 面 図

3.000 1.300 

上部エ嵩上げ

ン撤去

立 H.H.W.L+3.05 

v H.w.L+1.30 
vM.w.L+0.80 
ヱL.W.L 士0.00

//# -
鋼矢板II型

ヽ
ヽヽ、.‘
. 、
4、』‘.
 ‘. し紐

-------被災前

被災後

I復旧C 
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水叩きと側溝との間の開き

3 0cm 

岩屋港

物揚場 (-2 m) 

水叩きの沈下により 50cmの段差

が生じた。

本体も前傾した。

本体ブロックの移動により、地

面まで隙間が生じている。舗装

コンクリートも割れている。



岩屋港

工法決定理由
本体が大きく前傾し、安定計

算上危険な状況にある。埋め

立て土の流出も著しく 、水叩

きも5O(Cm程沈下して物揚場

の機能が損なわれている。こ

のため全面的にやり直す事と

し、本体ブロックの据え直し、

埋め立てエ、上部エ、水叩舗

装工を実施する。

断 面 図

1500 

2
-

立 H.W.L +1.30 

立 L.W.L 土0.00

，ク’’̀‘‘ヽ・・心9‘ .-＇---------,¥< ‘‘ 
‘‘‘‘ 

~ 
ヽ
‘‘ ンヽ

/ 
9‘ 

‘ヽ＇ 
ヽ

＇ ・ヽ＇ 
・ヽ

'ヽ‘’ 
99  1 "- 9 

‘’ ’ ．、; ＇ ， ＇ ＇ , ＇ ＇ヽ ‘̀-------------------------------------------’ 

-2こ

鋼矢板II型
L=7.50m 

被災前

被災後

ニニコI復 1日
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本体工とエプロンとの目地

開き

浦港

物揚場 (-2 m) 

本体工の押し出し、および背後の

地割れ

護岸法線のずれ、および地割れ



A
4ー

4
十

工法決定理由

本体工の前傾および沈下が大

きく安定計算結果が規準を満

足できなかった。

よって据直しで原形復旧。

断 面 図

けい船柱5t型 （流用）

コーナ—保護材

けい船環

t
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裏込石10~200k

茎礎捨石10~200堕
被災前

被災後

亡ニコI復旧
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浦港

物揚場 (-3 m) 

上部エ両側に20 ~ 4 0cm開き、エプロン舗装全体に 15 ~ 2 0cmの沈下なら
びに目地開きしている。
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A
十

工法決定理由
本体工安定のため上部エ、舗

装工等を原形復旧。

断 面 図
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背後地の沈下および地割れ

101 

楠本海岸

護岸

本体工と水叩工に生じたクラック

および目地開き

被覆ブロックの沈下および滑動



楠本海岸

工法決定理由
本体工沈下のため、護岸必要

高さで原形復旧。

0市役所・町役場

◎ 土木事務所

仝

断 面 図

2.80 3.80（乙災）

亭

------
ー人

一- 一一ヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ
人

・o 
ブロ ック
.1.0X1.0X0.8 

被災前

被災後

こニニコI復旧
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水叩きが沈下し、堤体との間に

隙間が生じた。排水溝は沈下に

より変形した。

松帆海岸

護岸

堤体の移動により目地部で隙間が

広く開いている。

背後地に50cmの段差が生じた。



松帆海岸

o市役所・町役場

◎ 土木事務所

工法決定理由
堤体は、亀裂の入っている所

や目地の開きの大きい所を取

り壊して打ち直すこととし

た。また、計画天端高より沈

下している所は嵩上げを行う

こととした。水叩きや排水溝

については、目地の開きが大

きく 、空洞化も著しいため、

取り壊して打ち直すこととし

た。

少

断 面 図

4.05 

2.35 

立 H.H.W.L+2.25 

v H.w.L+0.50 
立 T.P 土0.00

ヱL.W.L -0.80 

被災前

被災後

亡一ご］I復旧
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沙l1本土木管 内 運 輸 雀 戸斤官 港 湾 施 設復1日フロー
岸壁奎ー牛勿投男均男0>仁アーーニ之

-----^  --―- --．・. -. • . —• →―→ →―→ → -—ベー→

圧
I '’’’ → | 三被災施設の許容値 ！l」¥ 上部の沈下微IJ¥ 工プロンのみ復1日

安全率
I I 

YES 

滑動偏心傾斜等I し大一—上部沈下 ・ 法線修正の必要 ー［］／〗□/□／-

·-•;；恥疇；：
施 して水深大のもの

几
又―-＝ロ

ネ皮豆乏甫訂注頭礫
ての復夏IEl l|YES 

水域利用 ・経済性等

据直し（流用）

撤去•新設（一部も）

※ 震度の見直しについての条件 INO 
①被災後安全率が不足⇒⇒⇒重要度係数乃ア

(1.0→ 1. 2) 

②被災後安全率は満足⇒⇒⇒現行震度で復1日 背後地の制約を検討

(0.15*1.0*1.0=0.15) 

R岸壁以外は荷捌用物陽場（水揚等から必要長に限度）

を対象とし、被災が無ければ次期五ケ年計画で検酎する ※震度アッアの

室津港荷捌所前（物揚場ー2m等） 検討是 ・非

被災施設の許容値 上部の沈下微小 」 主プロンのみ復1日1

安全率
YES 

滑動偏心傾斜等 上部沈下・法線修正の必要 」 上部・エプロン復18|

ネ皮塁 甫 涅 繹
での復夏1日 11 IYES 

水域利用 ・経済性等

据直し（流用）憶基本

撤去•新設（一部も）

•三
背後地の制約を検討
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